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お読みください！

私たちは持続可能な開発目標(SDGs)を支援しています。
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Peace Now! 奈良実行委員会

Peace Now! 奈良
取り組み概要
日時：6/11 10:00~18:00
場所：奈良教育大学
参加者数：45名
実行委員：奈良女子大学と奈良教育大学の、
学生委員会から有志メンバーが集まった。

POINT.1

ぴーなら図書館は、平和についてのトピックがたくさんある中から、
自分の興味のある平和や面白い観点だと思った平和を自分たちで探す
独自の企画でした。実行委員は平和と他のテーマ（自然・娯楽・教育
など）を組み合わせたニュースを選び、平和をより身近にできるよう
意識してコンテンツを作りました。参加者が興味を持ちやすそうなも
のを1から探すところにこだわっていました。参加者はそれを見て、
考え交流することで、身近なものの中に平和を見つけることができま
した。

ぴーなら図書館

POINT.2

フィールドワークの時間では、奈良教育大とその周辺にある戦跡を
見てまわりました。実行委員は、文章でまとめたら固い印象を与える
戦跡を、目で見て気楽に学べるよう意識をしていました。また実行委
員の事前学習を行い、自分たちも先生から話を聞き、戦跡を回ること
で、参加者に説明できるように入念な準備をしました。参加者は、実
行委員の話を聞き、奈良にも戦跡があることを実感できていました。

フィールドワーク

背景や概要：京滋奈良エリアの大学生協
の学生組合員を対象に、会員が自主的に
セミナーを作りあげました。このセミ
ナーの開催には、地域生協や学内団体、
教員も協力してくれました。

ご質問や[ K’s NEWS ]で紹介したい
活動があれば、ご連絡ください！

ブロック学生事務局 [ 寺田 和佳奈 ] 
Terada.Wakana@univ.coop

POINT.3

アウトプットの時間では、学んだことや感じたことなどを複数人で
一緒に、過去と現在と未来にまとめる作業を通して、お互いの考えを
より深める時間でした。参加者はこの時間で、自分だけでは得られな
かった視点を得ることができていました。この時間に参加していた先
生からは「平和について考えることは難しいが、やさしく（優しく/
易しくの両方）捉えなおし、和やかに話せていてよかった」とコメン
トをいただいていました。

アウトプット(交流の時間)

全国大学生協連
関西北陸ブロック

執筆者：寺田和佳奈
協力：Peace Now! 奈良
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